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English Education in elementary schools is facing a drastic change from 2020 when English 
becomes a formal subject for fifth and sixth graders. It has been treated as ‘activity’ with instruction 
focused on listening and speaking. However, in the new system, all classroom teachers will also be 
required to teach reading and writing. This critical change will impact pedagogy, teaching materials 
and future teacher development. The main purpose of this study is to measure elementary school 
teachers’ English ability based on self-evaluation questionnaire. The study also identifies what kind 
of training and resources are necessary to best support these teachers in the transition to 2020.
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投野（2013）が CEFR-Jとして A1, A2より下位のレベルである Pre-A1レベルを作成し、また
Aレベル、Bレベルもそれぞれ A1, A2, B1, B2のそれぞれ 2段階ではなく A1.1, A1.2, A1.3, 




























必要性がないと思われたこと、また Cレベルを設けてしまうと 1から 6までのディスクリプ
表 1　「聞くこと」ディスクリプタ
聞くこと 1 2 3 4 5 6
CEFR-J, 





































読むこと 1 2 3 4 5 6
CEFR-J, 

























































話すこと 1 2 3 4 5 6
CEFR-J, 
CEFR Pre-A1 A1.1 A1.2 A2.1 A2.2 B1.2
基本的な語句を
使って、「Help!」、














































書くこと 1 2 3 4 5 6
CEFR-J, 






















































レベル 聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと
1 5 10 8 6
2 13 10 8 17
3 25 31 33 40
4 29 16 22 10
5 4 9 3 1
6 3 2 4 3
無回答 0 1 1 2































































問文のうち、be動詞で始まるものや助動詞（can, do）で始まるもの、疑問詞（who, what, 


































































されれば、理解することができる」（29人 : 36.7%）、次にレベル 3の「ゆっくりはっきりと話
されれば、家族・学校や身の回りの話題が理解できる」（25人 : 31.6%）であった。レベル 2









































2 3 4 5 6
ヰࡍࡇ࡜
山内 啓子・作井 恵子 4技能からみる小学校教員の英語力：自己評価を通して 33
が目標とする能力を現在持っているということである。これを質問紙結果でみると、レベル
4～ 6と回答した教員は合計 36名で、全体 79名の半数弱の 45.6%ということになる。本来、
教授者は、児童よりもある程度高い能力を持することが好ましいと考えると、「聞くこと」の
能力に関しては、現在レベル 4に達していない教員は、レベル 4を最低限レベルとしてそれ














な質疑応答ができる」で 16人（20.2%）であった。レベル 5が 9人いる一方、レベル 1、レ



































































聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと
1 0 0 0 0
2 1 1 3 4
3 4 5 5 4
4 9 5 6 6
5 2 5 1 1













1） 平成 28年度文部科学統計より：教員数 412,152人（女性 260,025 [62.3%]） 年齢構成（20
代 15.3%, 30代 21.8%, 40代 24.9%, 50代 36%, 60代 2%） 学校数 20,601（うち私立 227）
2） 公益財団法人日本英語検定協会が実施したもの。調査テーマ「小学校の外国語活動及び
英語活動等に関する現状調査」、調査対象は全国の小学校（国公私立）から抽出した 5,207






5）授業時数：外国語活動は 5、6年生で週 1時間、年間 35時間と決められてはいたが、実
態は異なる。ベネッセの 2010年の「第 2回小学校英語に関する基本調査（教員調査）」


















Lepkowska, D.（2011, March 3）An Innovative Scheme is Helping Primary Teachers Brush up their 
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資料 1：　質問紙　教員の英語技能に関する自己評価
聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと
ゆっくりはっきりと話されれ
ば、単語レベルは理解ができる




基 本 的 な 語 句 を 使 っ て、







（Sit down. Listen to meなど）
簡単に書かれた文章で、個人的
に興味のあることであれば、イ
ラストや写真を参考にしながら
理解できる。
なじみのある定型表現を用いて
時間や日にち、あるいは場所に
ついて質問したり、それに答え
たりすることができる。
簡単な語句や表現を用いて、身
近なこと（食べ物の好き嫌い、
家族、仕事）などについて短い
文を書くことができる。
ゆっくりはっきりと話されれ
ば、家族・学校や身の回りの話
題が理解できる。
簡単な語を用いて書かれた人物
や場所、日常生活についての描
写を理解することができる。
基本的な語句や言い回しを用い
て、日常のやりとり（何ができ
るか、色についてのやりとり）
に応対することが出来る。
自分の経験について（休暇や仕
事など）辞書を用いながら短い
文章にまとめることができる。
外国の行事や週刊などに関する
説明をゆっくり話されれば、理
解することができる。
簡単な表現を用いた旅行ガイ
ド、レシピなど具体的な内容を
理解し、必要な情報を得ること
ができる。
趣味、日常生活などなじみのあ
るトピックに関してはっきり話
されれば、簡単な質疑応答がで
きる。
日常的なことであれば、メモ、
メール、手紙、招待状など簡単
な英語で書くことができる。
自然な速さの録音や放送を聞い
て、自分に関心のある事柄であ
れば、ほぼ理解できる。
インターネットや参考図書など
を調べて文章の構成などを意識
しながら仕事に関係ある情報を
えることができる。
簡単な英語を使って意見や気持
ちをやりとりしたり、賛成や反
対の意見を述べることができ
る。
自分が直接かかわっていること
について（仕事や地域のこと）
ある程度まとまりのある文章を
書くことが出来る。
自然な速さの標準的な英語で母
語話者同士で話されていること
の要点がわかる。
現代の社会問題などを扱った一
般的関心の高いトピックの読み
物を辞書なしに理解することが
でき、複数の視点や相違点と比
較しながら読むことができる。
病院や市役所といった公の場で
詳細にかつ自信をもって問題を
説明することが出来、関連する
情報も提供でき、その結果とし
て正しい処置を受けることが出
来る。
自分の専門分野であれば、メー
ルやレターなどを感情の度合い
をふくめ、適切な文体やいいま
わしを駆使しながら書くことが
できる。
資料 2
以下は自由記述の質問項目です。紙面が足らない場合は裏面をお使いください。
6. 英語が科目となる上で、どんな研修が必要だとお考えですか？
7. あるいは研修は必要ないとお考えになりますか？それはどうしてですか？
8. 英語が教科となる上で、利点は何だとお考えですか？
9. 英語が教科化される上で、懸念事項は何だとお考えですか？
